
小学校 国語 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し
方を工夫することができるか

【学習指導要領の内容】思考力、判断力、表現力等：Ｂ書くこと（５・６エ）

【評価の観点】思考･判断･表現

【問題形式】記述式

１二 正答率 無解答率

和泉市 22.9 8.9

全国
（公立） 26.7 7.1

指導改善のポイント

★図表やグラフを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工
夫する指導の充実
・文章を記述する場面では、友達と助言し合いながら、児童生徒自身が自分の文章を何度
も見直したり、書き直したりできるように指導することが大切です。児童の学習の状況に
応じて、教師が図表やグラフを用いたモデルとなる文章を提示すると効果的です。

３三 敬語の使い方をまとめたノートの一
部の空欄に入る内容を選択する

【課題】 日常よく使われる敬語を
理解することに課題がある。

★場面や相手を設定して、実際に敬語を話す場をつくる
・敬語を使い慣れていくためには、その必然性を実感し、進んで使う意識を高める必要があ
ります。また、実生活に根差して日常化していくことが大切です。ロールプレイングを動画
撮影しておくと、後から見返して自分たちの使い方や伝え方が適切であるかどうか議論する
ことができます。実際に敬語を使う活動を取り入れることが効果的です。

指導改善のポイント

【課題】 グラフを含めた複数の情報を用いて、自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫することに課題がある。

１二 【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問題点と解決方法を書く

【出題の趣旨】日常よく使われる敬語を理解し
ているかどうか

【学習指導要領の内容】我が国の言語文化に関
する事項：A 話すこと・聞くこと（５・６キ）

【評価の観点】知識・技能

【問題形式】選択式
３三 正答率 無解答率

和泉市 51.2 18.2

全国
（公立） 57.6 9.5



小学校 算数 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】伴って変わる二つの数量が
比例の関係にあることを用いて、知りたい
数量の大きさの求め方と答えを式や言葉を
用いて記述できるか

【学習指導要領の領域】C変化と関係5(1)
イ（ア）5(2)イ（ア）

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式

【課題】伴って変わる2つの数
量の関係について考察するこ
と

２（４） 正答率 無解答率

和泉市 19.8 5.8
全国

(公立） 20.8 4.0

【課題】図形の構成を観察
して、図形について判断す
ること

２（４）テープを直線で切ってできた2つの三角形の面積を大小についてわかる
ことを選び、選んだわけを書く

１（３） 正答率 無解答率

和泉市 51.8 4.2

全国
（公立） 55.5 3.4

１（３）椅子４脚の重さが７Kgであることを基に、４８脚の重さの求め方と答えを書く

指導改善のポイント

【出題の趣旨】高さが等しい三

角形について、底辺と面積の関
係をもとに面積の大小を判断し、
その理由をことばや数を用いて
記述できるか

【学習指導要領の領域】B図形
５（３）イ（ア）

【評価の観点】思考･判断･表現

【問題形式】記述式

★底辺と高さの関係に着目し、図形の面積の求め方から面積の大小を判断できるようにする
・三角形や平行四辺形の面積の公式についての理解を深め、底辺の長さが等しいとき、高さの具体的な長さが分からな
くても、高さが等しいとわかれば三角形や平行四辺形の面積は等しいと実感を伴って判断できるようにすることが大
切です。

★図形の意味や性質を活用して、面積などを比べることができるようにする
・三角形や四角形の面積について考える際、図形を構成する要素や構成する要素の間の関係に着目して、面積の公式
と図形の意味や性質を基に考えることで、問題の解決に必要な条件を見いだし、適切に使うことができるようにする
ことが大切です。

指導改善のポイント
★伴って変わる2つの数量について、変
化の規則性を基に道筋を立てて考え、知
りたい大きさを求めることができるよう
にする
・答えや計算の仕方だけを説明するだけでなく、
求め方について、表などを用いて椅子の数が１
２倍になるから、重さも１２倍になるなど、変
化の規則性を基に説明できるようにすることが
大切です。なぜそのような計算で重さを求める
ことができるのかについて振り返り、比例関係
にあることに基づいて解決できたことを確認す
ることが大切です。


